
研究科目13_衛生学・公衆衛生学

　野村　恭子 配当年次 　２，３年次

　15単位（選択） 実施場所 　セミナー室

問い合わせ先（氏名，メールアドレス等）

　野村　恭子，knomura@med.akita-u.ac.jp

その他特記事項

履修に関する情報：社会人大学院生など，勤務等で実習に出席できない場合には日程の調整に応じます。
教科書・参考文献：必要に応じて資料を配付する。または，文献を指定する。
自学自習における学習内容：到達目標や授業内容に応じた準備学習を行うことが望ましい。

授業形態 　実習

開講曜日・時間 　科目履修登録終了後に受講者へメールで連絡します

授業の概要・到達目標

授業の目的：公衆衛生学の専門的素養として，医学的な基礎，関連科目の履修の上で統計学，疫学，
　行動科学，社会医学，政策科学，研究倫理および関連領域について学習することを目的とする。
授業の到達目標：論文の執筆を通じて独立した研究者としての基礎を涵養する。
授業の概要：個別の研究テーマに沿って教員の指導の下，論文の執筆を行う。

単位数

科目区分 　研究科目

授業科目名 　衛生学・公衆衛生学

担当者名


